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［
二
〇
一
七
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集　

日
本
思
想
史
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
回
：
対
立
と
調
和

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン 

宗
教
と
社
会

：

近
世
後
期
の
仏
教
と
自
他
認
識
の
転
回

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ

一
、
は
じ
め
に

　

特
に
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
近
世
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
社
会

的
・
思
想
的
な
役
割
を
め
ぐ
る
研
究
は
大
き
く
展
開
し
た
。
高
埜
利

彦
の
『
近
世
日
本
の
国
家
権
力
と
宗
教
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

九
年
）
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
新
見
解
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

は
澤
博
勝
、
引
野
亨
輔
、
朴
澤
直
秀
な
ど
、「
近
世
の
宗
教
と
社
会
」

研
究
会
参
加
者
の
成
果
も
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
近
世
日
本
の
仏
教

を
語
る
上
で
の
主
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
っ
た
「
近
世
仏
教
堕
落
論
」

が
ま
す
ま
す
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
、
よ
り

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
近
世
仏
教
の
思
想

界
の
再
考
を
促
し
た
西
村
玲
の
業
績
も
、
注
目
に
値
す
る
。

　

そ
し
て
二
一
世
紀
に
お
い
て
、
近
代
日
本
仏
教
の
分
野
も
、
そ
の

「
隆
盛
期
」
を
迎
え
た
。
例
え
ば
、
大
谷
栄
一
に
よ
る
在
家
仏
教
運

動
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研
究
（『
近
代
日
本
の
日
蓮
主
義
運
動
』
法
蔵
館
、

二
〇
〇
一
年
）
や
、
小
川
原
正
道
に
よ
る
明
治
初
期
の
宗
教
行
政
を

め
ぐ
る
成
果
（『
大
教
院
の
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）、

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
テ
ラ
ー
の
廃
仏
毀
釈
研
究
の
日
本
語
訳
（『
邪
教
／

殉
教
の
明
治
』
岡
田
正
彦
訳
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年
［
原
著
一
九
九
〇

年
］）、
谷
川
穣
の
教
育
史
研
究
（『
明
治
前
期
の
教
育
・
教
化
・
仏
教
』
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
独
自
の
視
点
か
ら
、
学

術
上
の
諸
分
野
を
止
揚
さ
せ
た
研
究
で
あ
る
。

　

以
上
の
日
本
仏
教
史
に
ま
つ
わ
る
研
究
蓄
積
に
加
え
、
近
年
の
も
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13　第一セッション 宗教と社会：近世後期の仏教と自他認識の転回

う
ひ
と
つ
の
大
き
な
動
向
と
し
て
、
近
代
日
本
の
宗
教
概
念
を
め
ぐ

る
業
績
も
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
宗
教
」
は
欧
州
の
諸
言
語

に
み
ら
れ
る religion 

と
い
う
言
葉
の
訳
語
と
し
て
、
明
治
期
に
定

着
し
て
い
っ
た
こ
と
は
以
前
か
ら
学
界
の
一
部
に
と
っ
て
周
知
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
、
山
口
輝
臣
『
明
治
国
家
と
宗
教
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）、
磯
前
順
一
『
近
代
日
本
の
宗
教
言
説

と
そ
の
系
譜
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
星
野
靖
二
『
近
代
日
本

の
宗
教
概
念
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
）
と
い
う
成
果
が
、
そ
の
定
着

プ
ロ
セ
ス
に
ま
つ
わ
る
我
々
の
理
解
を
大
き
く
深
化
さ
せ
た
。

　

以
上
、
二
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
近
世
お
よ
び
近
代
の
仏
教
研
究

は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
展
開
し
た
が
、
お
の
お
の
の
時
代
区
分
の
枠
組

に
お
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
留
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
時
代
の
成

果
を
総
合
的
・
連
続
的
に
、
か
つ
近
年
の
宗
教
概
念
論
を
め
ぐ
る
成

果
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
る
よ
う
な
研
究
は
現
時
点
で
い
ま
だ
少

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
世
お
よ
び
近
代
の
仏
教
思
想
の
連
続

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
幕
末
期
に
お
い
て

極
め
て
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
「
護
法
」
を
そ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
形
式
で
示
し
た
二
人
の
僧
侶

─
真
宗
西
派
の
「
海
防
僧
」

月
性
（
一
八
一
七
─
一
八
五
八
）
お
よ
び
同
宗
東
派
の
学
僧
・
龍
温
（
一

八
〇
〇
─
一
八
八
八
）

─
を
通
し
て
、「
仏
法
」
を
担
う
人
々
の
自

他
認
識
が
如
何
に
転
回
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
日
本

に
お
け
る
宗
教
言
説
の
形
成
過
程
を
め
ぐ
る
数
多
く
の
研
究
成
果
に
、

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

二
、
月
性
の
場
合

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
月
性
は
、「
海
防
」
が
日
本
の
知
識
人
の
間

で
共
有
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
く
一
八
二
〇
年
代
以
降
の

世
界
で
活
躍
し
て
い
る
。
一
八
一
七
年
に
周
防
国
大
島
郡
遠
崎
村

（
現
・
山
口
県
柳
井
市
）
に
生
ま
れ（

（
（

、
広
瀬
淡
窓
（
一
七
八
二
─
一
八
五
六
）

の
咸
宜
園
（
現
・
大
分
県
日
田
市
）
な
ど
で
漢
学
を
学
び
、
一
八
三
一

年
に
、
後
に
「
火
技
之
中
興
洋
兵
之
開
基
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
と

な
る
高
島
秋
帆
（
一
七
九
八
─
一
八
六
六
）
の
直
弟
子
・
恒
遠
醒
窓
（
一

八
〇
三
─
一
八
六
三
）
が
営
ん
だ
豊
前
の
蔵
春
園
に
入
り
、
中
国
の
典

籍
を
学
ぶ
。
一
八
三
六
年
に
肥
前
に
移
り
、
善
定
寺
の
不
及
（
一
七

八
五
─
一
八
四
六
）
の
下
で
教
学
の
理
解
を
深
め
る
。
こ
の
肥
前
遊
学

時
代
に
初
め
て
、
長
崎
で
オ
ラ
ン
ダ
船
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の

経
験
は
彼
の
海
防
思
想
を
大
き
く
展
開
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
広
島
で
は
坂
井
虎
山
（
一
七
九
八
─
一
八
五
〇
）、
大
坂
で

は
篠
崎
小
竹
（
一
七
八
一
─
一
八
五
一
）
の
梅
花
社
で
も
学
び
、
儒
者

の
梅
田
雲
浜
（
一
八
一
五
─
一
八
五
九
）
や
頼
三
樹
三
郎
（
一
八
二
五
─

一
八
五
九
）
と
の
生
涯
に
わ
た
る
交
流
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
遠

崎
に
戻
り
、
生
家
の
妙
円
寺
の
境
内
で
、
私
塾
・
時
習
館
を
開
き
、

大
洲
鉄
然
（
一
八
三
一
─
一
九
〇
二
）
な
ど
、
明
治
初
期
に
お
け
る
西
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本
願
寺
の
中
心
人
物
を
教
育
す
る
。
幕
末
志
士
と
し
て
知
ら
れ
る
吉

田
松
陰
（
一
八
三
〇
─
一
八
五
九
）
と
の
親
交
を
深
め
た
の
も
、
こ
の

時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
八
五
三
年
の
「
黒
船
来
航
」
を
契
機
と
し
て
、
月
性
は
『
内
海

杞
憂
』
と
題
す
る
建
白
書
を
長
州
藩
主
の
毛
利
敬
親
（
一
八
一
九
─
一

八
七
一
）
に
呈
し
、
海
防
を
整
え
る
べ
く
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
以
後
の
三

兵
戦
術
論
の
影
響
も
み
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
五
点
を
指
摘
し
た

─

す
な
わ
ち
「
一
、
大
儀
を
宣
べ
て
士
気
を
振
興
す
る
／
二
、
兵
制
を

変
え
て
以
て
民
に
戦
を
教
う
／
三
、
団
練
を
結
ん
で
農
に
兵
を
寓
す

／
四
、
大
砲
を
鋳
て
奢
侈
を
と
ど
む
／
五
、
火
薬
を
製
し
て
軍
用
に

供
す
」
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
建
白
の
数
箇
月
後
、
彼
は
、『
藩
政
改
革
意

見
封
事
』
を
著
し
、
幕
府
が
海
外
か
ら
の
脅
迫
に
対
抗
で
き
な
い
場

合
、
長
州
藩
は
そ
の
責
任
を
全
う
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
一
種

の
討
幕
論
も
唱
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
八
五
六
年
に
、
月
性
は
西
派
の
教
学
界
で
著
名
な
僧
・
超
然

（
一
七
九
八
─
一
八
六
八
）
の
推
挙
で
法
主
・
広
如
（
一
七
九
八
─
一
八
七

一
）
に
招
聘
さ
れ
、
西
本
願
寺
の
別
邸
で
あ
っ
た
翠
紅
館
に
居
住
し

つ
つ
多
く
の
志
士
と
の
交
流
を
深
め
た
。
同
年
秋
に
「
護
法
意
見

封
事
」
を
完
成
さ
せ
、
法
主
に
提
出
し
た
月
性
は
以
下
の
四
点
を
説

い
て
い
る
。
①
増
大
す
る
西
洋
諸
国
の
脅
威
と
流
入
し
つ
つ
あ
る
キ

リ
ス
ト
教
に
本
願
寺
（
浄
土
真
宗
）
が
積
極
的
に
対
抗
す
べ
き
こ
と
。

②
西
洋
諸
国
は
、
ま
ず
人
々
を
キ
リ
ス
ト
教
に
誘
引
し
そ
の
後
、
軍

事
力
に
よ
っ
て
他
国
を
侵
略
す
る
点
を
理
解
す
べ
き
こ
と
。
③
仏
法

に
よ
る
「
護
国
論
」、
す
な
わ
ち
「
教
」
お
よ
び
「
戦
」
で
日
本
侵

略
を
試
み
る
西
洋
諸
国
に
対
し
、「
教
」
を
以
て
「
教
」
を
防
ぐ
べ

き
こ
と
。
④
一
種
の
皆
兵
論
、
端
的
に
言
え
ば
浄
土
真
宗
を
中
心
と

し
て
い
た
「
仏
法
」
を
精
神
的
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
民
衆
動
員

を
す
べ
き
こ
と

─
で
あ
る（

（
（

。

　

月
性
は
一
八
五
八
年
に
急
死
す
る
が
、
西
本
願
寺
は
意
見
書
を
編

集
し
、
特
に
教
団
改
革
に
関
す
る
よ
う
な
部
分
を
削
除
し
た
上
で

『
仏
法
護
国
論
』
と
し
て
上
梓
し（

（
（

、
広
く
配
布
し
た
。
特
に
長
州
に

お
い
て
、
月
性
の
仏
法
に
よ
る
「
護
国
論
」
の
影
響
は
大
き
く
、
吉

田
松
陰
に
加
え
、
奇
兵
隊
を
創
設
し
た
高
杉
晋
作
（
一
八
三
九
─
一
八

六
七
）
も
そ
れ
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
大
洲
鉄
然
や
大
楽
源
太
郎
（
一
八
三
二
─
一
八
七
一
）
も
月
性

の
門
下
生
で
あ
り
、
彼
ら
は
一
八
六
六
年
の
第
二
次
長
州
征
討
の
際
、

僧
侶
と
農
民
を
率
い
て
諸
隊

─
例
え
ば
「
護
国
団
」
な
ど

─
を

結
成
し
た
。

　

以
上
、
月
性
の
執
筆
活
動
自
体
は
決
し
て
長
く
続
い
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
ポ
ス
ト
ボ
ナ
パ
ル
ト
的
な
兵
学
思
想
に
感
化
さ
れ
た
彼
の

影
響
は
宗
派
内
外
を
問
わ
ず
、
広
範
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
月
性
は
仏
者
を
「
海
防
」
に
尽
力
す
べ
き
存
在
に
変
貌
さ
せ

よ
う
と
し
た
が
、
次
に
同
じ
近
世
後
期
の
僧
侶
に
お
け
る
も
う
ひ
と

つ
の
自
他
認
識
の
転
回
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
い
。
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15　第一セッション 宗教と社会：近世後期の仏教と自他認識の転回

三
、
龍
温
の
護
法
活
動

　

香
山
院
龍
温
（
姓
・
樋
口
）
は
、
一
八
〇
〇
年
に
、
岩
代
国
会
津

の
西
光
寺
（
現
・
福
島
県
喜
多
方
市
）
に
生
ま
れ
る（

（
（

。
十
四
歳
で
若
松

に
出
て
児
島
宗
悦
（
生
没
不
詳
）
に
儒
学
を
学
び
、
初
め
て
排
仏
思

想
に
直
面
す
る
。
十
九
歳
に
は
越
後
国
の
無
為
信
寺
（
現
・
新
潟
県
阿

賀
野
市
下
条
町
）
に
入
っ
て
香
樹
院
徳
龍
（
一
七
七
二
─
一
八
五
八
）
に

師
事
し
た
。
越
後
に
お
い
て
宗
乗
・
余
乗
を
修
め
た
後
、
京
都
に
赴

き
、
華
厳
に
加
え
て
唯
識
、
天
台
、
俱
舎
、
因
明
、
そ
し
て
国
学

や
天
文
学
ま
で
、
幅
広
い
知
識
を
修
め
て
い
る
。
三
九
歳
の
時
に
京

都
・
圓
光
寺
の
住
職
と
な
り
、
一
八
四
九
年
に
、
学
寮
の
「
擬
講
」

に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
六
一
年
は
「
嗣
講
」
に
昇
格
し
、
一
八
六
五

年
に
、
東
派
学
寮
の
最
高
責
任
者
た
る
「
講
師
」
と
な
っ
た
。

　

一
八
五
八
年
に
、
東
派
前
法
主
の
達
如
（
一
七
八
〇
─
一
八
六
五
）

に
キ
リ
ス
ト
教
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
た
龍
温
は
排
耶
書
を
著
し
、
さ

ら
に
一
八
六
二
年
に
は
「
耶
蘇
防
禦
掛
」
を
任
さ
れ
て
い
る
。
翌

年
、
薩
英
戦
争
も
起
き
た
こ
の
年
に
、
彼
は
『
闢
邪
護
法
論
』
お
よ

び
『
急
策
文
』
を
発
表
し
、
と
く
に
後
者
で
は
、
開
港
後
の
時
勢
を

目
の
当
た
り
に
し
て
も
無
関
心
な
仏
者
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

仏
教
の
「
四
方
ノ
敵
」
で
あ
る
「
儒
者
輩
・
神
学
者
・
天
文
者
・
耶

蘇
教
徒
」
か
ら
の
批
判
に
応
え
る
必
要
性
を
講
じ
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て

宗
学
以
外
に
関
心
を
寄
せ
な
い
僧
侶
に
つ
い
て
も
ま
た
批
判
的
で
あ

り
、
仏
教
的
世
界
観
の
中
心
要
素
た
る
須
弥
山
を
弁
護
す
る
た
め
、

天
文
や
地
理
を
め
ぐ
る
最
新
知
識
の
獲
得
も
必
要
な
も
の
と
し
て
勧

め
て
い
る
。
な
お
龍
温
は
、「
四
方
ノ
敵
」
の
中
で
も
、
強
烈
な
伝

播
力
を
有
す
る
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
特
別
な
注
意
を
払
っ
て
い

る
。
こ
の
時
期
の
僧
侶
の
中
で
は
、
龍
温
は
か
な
り
早
い
段
階
で
キ

リ
ス
ト
教
の
「
旧
教
」
と
「
新
教
」
の
相
違
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お

り
、
そ
れ
は
恐
ら
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
宣
教
師
自
身
に
よ
る
漢

籍
の
キ
リ
ス
ト
教
書
を
踏
ま
え
て
の
理
解
で
あ
ろ
う（

（
（

。
一
八
六
五
年

か
ら
、
龍
温
は
そ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
と
し
て
『
総
斥
排
仏
弁
』

と
い
う
書
物
の
基
礎
と
な
る
講
義
を
京
都
、
大
坂
、
江
戸
な
ど
で
行

っ
て
い
る
。
本
書
は
、
儒
学
者
や
国
学
者
な
ど
、
幕
末
期
の
当
時
に

お
い
て
「
排
仏
家
」
と
認
識
さ
れ
た
論
者
全
体
に
対
す
る
総
合
的
な

護
法
の
書
物
で
あ
る
。

　

龍
温
は
、
大
乗
が
栄
え
る
の
に
最
も
相
応
し
い
地
で
あ
る
日
本
の

仏
教
徒
、
そ
し
て
そ
の
中
で
末
法
の
時
代
に
最
も
相
応
し
い
「
仏

法
」
で
あ
る
と
し
た
浄
土
真
宗
を
信
じ
る
者
こ
そ
、
場
所
と
時
代
を

自
覚
し
て
、
排
仏
家
に
対
抗
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
、
そ
れ
に

資
す
る
も
の
と
し
て
本
書
を
著
し
た
。『
総
斥
排
仏
弁
』
の
至
る
と

こ
ろ
で
龍
温
が
強
調
す
る
の
は
、
史
書
や
洋
学
な
ど
、
仏
教
以
外
の

課
題
を
構
成
す
る
「
外
学
」
の
知
識
を
広
く
深
く
修
め
て
、「
四
方

ノ
敵
」
に
反
論
す
る
こ
と
で
あ
る
。
龍
温
は
一
八
六
〇
年
代
を
通
し
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て
外
学
教
育
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
、
本
山
も
や
が
て
そ
の
意
義
を

認
め
、
明
治
元
年
に
「
国
学
」「
儒
学
」「
天
学
」「
洋
教
」
の
四
学

科
を
提
供
す
る
「
護
法
場
」
な
る
機
関
を
、
学
寮
の
枠
外
に
設
け
る

こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
他
で
も
な
く
龍
温
が
、
こ
の
機
関
の
最
高
責

任
者
の
一
人
を
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
く
驚
く
こ
と
で
は
な
い
。

　

伝
統
教
育
を
受
け
な
が
ら
も
幕
末
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
海
外
の
事

情
を
意
欲
的
に
学
習
し
よ
う
と
し
た
龍
温
の
よ
う
な
僧
侶
が
、
そ
の

知
識
の
枠
組
に
お
い
て
如
何
に
「
仏
法
」
を
捉
え
な
お
し
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
言
説
の
定
着
を
理
解
す

る
上
で
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
宗
教
言
説
史
を
め
ぐ
っ
て
は

そ
れ
な
り
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
外
交
や
翻
訳
、
大
学
制
度
、
キ
リ

ス
ト
教
、
法
体
系
の
形
成
、
と
い
っ
た
様
々
な
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
幕
末
期
に
関
し
て
は
、
外
交
以
外
の
問
題

を
取
り
上
げ
る
も
の
が
少
な
く
、
検
討
す
べ
き
余
地
は
多
々
あ
る
。

就
中
、
一
八
五
〇
年
代
後
半
か
ら
す
で
に
、
欧
米
の
宣
教
師
な
ど
の

手
に
な
る
漢
訳
書
を
読
破
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
イ
ス
ラ

ム
教
と
並
ぶ
も
の
と
し
て
の
仏
法
を
構
想
し
た
龍
温
の
よ
う
な
仏
教

徒
は
特
に
、
着
目
に
値
し
よ
う
。

四
、
お
わ
り
に

　

桐
原
健
真
は
、
吉
田
松
陰
の
検
討
を
踏
ま
え
、
こ
の
時
期
に
お
け

る
日
本
列
島
の
知
識
人
の
「
自
他
認
識
の
転
回
」
を
め
ぐ
っ
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
た
ん
に
「
夷
狄
」
あ
る
い
は
「
異
人 der Frem

de

」

と
し
か
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
み
ず
か
ら
に
対
峙
す
る
具

体
的
な
「
他
者 der A

ndere

」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
る
と
き
、

そ
こ
に
は
対
象
と
し
て
の
「
夷
狄
」
の
変
化
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

れ
を
認
識
す
る
主
体
の
意
識
の
変
質
こ
そ
が
あ
る（

（
（

。

　

月
性
や
龍
温
に
お
け
る
思
想
的
変
容
か
ら
は
、
政
治
思
想
の
み
な

ら
ず
、
仏
教
に
お
い
て
も
そ
の
自
他
認
識
の
転
回
の
道
が
歩
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
全
く
異
な
る
視
点
か
ら
で
は
あ

る
も
の
の
、
同
時
期
、
そ
し
て
同
じ
「
夷
荻
」
か
ら
の
脅
迫
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
護
法
」
の
立
場
を
二
人
の
僧
侶
が
以
上
の
よ
う

に
示
し
た
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
教
育
を

受
け
な
が
ら
も
幕
末
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
海
外
の
事
情
を
意
欲
的
に

学
習
し
よ
う
と
し
、
そ
の
新
た
な
知
識
の
枠
組
に
お
い
て
「
仏
法
」

を
捉
え
直
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

月
性
は
、
兵
学
を
め
ぐ
る
新
知
識
の
枠
組
で
、
本
来
の
身
分
を
問

わ
ず
、「
護
国
」
に
尽
力
す
る
よ
う
な
仏
者
像
を
提
供
し
た
。
無
論
、

月
性
自
身
が
示
し
た
よ
う
な
「
意
見
」
は
共
同
体
た
る
長
州
藩
を
念

頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
が
「
護
国0

論
」
と
い
う
題
目
の
下
で
、
広
範
囲
に
流
布
し
て
い
た

こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
月
性
の
本
来
の
意
図
は
異
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17　第一セッション 宗教と社会：近世後期の仏教と自他認識の転回

な
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
遺
作
た
る
『
仏

法
護
国
論
』
で
展
開
さ
れ
た
海
防
論
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る

「
仏
法
」
の
語
り
が
、
新
た
な
国
民
像
の
形
成
に
貢
献
し
た
こ
と
も

否
め
な
い
。
他
方
、
龍
温
の
よ
う
な
仏
教
徒
は
「
世
界
宗
教
」
な
る

言
説
に
お
け
る
自
宗
の
位
置
づ
け
へ
の
道
を
開
い
た
。
無
論
、
日
本

列
島
に
お
い
て
、「
キ
リ
シ
タ
ン
」
に
並
ぶ
も
の
と
し
て
の
「
仏
法
」

と
い
う
宗
教
理
解
は
龍
温
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
な
い
が
、
そ
の
護
法

活
動
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
学
究
的
な
態
度
や
、
当

時
最
新
の
世
界
宗
教
に
関
す
る
知
識
の
枠
組
で
仏
教
を
位
置
づ
け
よ

う
と
し
た
思
考
に
は
大
き
な
思
想
史
的
意
義
が
あ
ろ
う
。

　

以
上
は
当
然
な
が
ら
、
一
種
の
「
研
究
序
説
」
に
過
ぎ
ず
、
今
後
、

月
性
お
よ
び
龍
温
と
そ
の
周
辺
の
護
法
僧
を
中
心
に
、
あ
る
程
度
の

蓄
積
が
す
で
に
み
ら
れ
る
排
耶
論
研
究
を
、
宗
教
言
説
論
と
の
関
係

に
お
い
て
よ
り
密
接
に
捉
え
直
す
こ
と
で
、
日
本
思
想
史
に
お
け
る

仏
教
の
「
近
世
か
ら
近
代
へ
」
と
い
う
展
開
を
、
さ
ら
に
明
ら
か
に

し
て
い
き
た
い
。

注
（
1
）	

月
性
の
伝
記
的
情
報
を
め
ぐ
っ
て
は
、
例
え
ば
、
海
原
徹
『
月

性

─
人
間
到
る
処
青
山
有
り
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
五

年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）	

村
上
磐
太
郎
「
月
性
と
秋
良
敦
之
助
」（
三
坂
圭
治
監
修
『
維

新
の
先
覚

─
月
性
の
研
究
』
月
性
顕
彰
会〈
マ
ツ
ノ
書
店
〉、
一
九

七
九
年
、
二
四
一
頁
）。

（
3
）	

上
記
数
点
を
表
現
す
る
も
の
の
一
部
と
し
て
、
月
性
自
身
は
例

え
ば
、
下
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〔
夷
荻
は
〕
既
ニ
人
ノ
国
ヲ
取
ニ
、
教
ト
戦
ト
ノ
ニ
ヲ
以
テ
ス

レ
バ
、
我
ノ
彼
ヲ
防
グ
モ
、
亦
教
ト
戦
ト
ヲ
以
テ
セ
ズ
ン
バ
ア
ル

ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
而
シ
テ
戦
ヲ
以
テ
防
グ
ハ
、
其
責
ニ
任
ズ
ル

モ
ノ
、
世
其
人
ニ
乏
シ
カ
ラ
ズ
。
其
人
ト
ハ
タ
ゾ
。
曰
、
征
夷
将

軍
ナ
リ
、
列
国
諸
侯
ナ
リ
、
幕
府
及
諸
藩
ノ
士
大
夫
ナ
リ
。
コ
ヽ

ヲ
モ
テ
近
年
来
、
砲
台
ヲ
築
キ
、
軍
艦
ヲ
造
リ
、
大
砲
ヲ
鋳
、
銃

陣
ヲ
習
ヒ
、
ソ
ノ
他
槍
剣
刺
激
ノ
技
ニ
至
ル
マ
デ
、
凡
武
備
ノ
以

テ
夷
秋
ヲ
防
グ
ベ
キ
モ
ノ
、
幕
府
以
下
、
講
習
綜
練
セ
ザ
ル
ハ
ナ

シ
。
此
ソ
ノ
責
ニ
任
ズ
ル
モ
ノ
ソ
ノ
職
ヲ
尽
ス
ナ
リ
。
然
ド
モ
天

下
ノ
勢
ヤ
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
者
ア
リ
。
幕
府
遽
ニ
決
戦
掃
蕩
ノ
策

ニ
出
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
姑
ク
彼
ノ
コ
フ
所
ニ
従
ヒ
、
通
信
ヲ
許
シ
、

互
市
ヲ
開
キ
、
土
地
ヲ
仮
シ
テ
、
其
吏
ヲ
置
コ
ト
ヲ
聴
サ
ン
ト
ス
。

不
肖
切
ニ
恐
ク
ハ
、
今
ノ
勢
遂
ニ
マ
サ
ニ
沿
海
ノ
愚
民
、
夷
秋
ト

相
親
ミ
、
情
好
日
ニ
密
ニ
シ
テ
、
披
ノ
厚
利
ヲ
啗
ヒ
、
彼
ノ
邪
教

ニ
蠱
シ
、
変
ジ
テ
犬
羊
ノ
奴
ト
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
ヲ
。
／
故
ニ
今
日

海
防
ノ
急
務
ハ
、
教
ヲ
以
テ
教
ヲ
防
グ
ニ
シ
ク
ハ
ナ
キ
ナ
リ
。
而

ソ
ノ
責
ニ
任
ズ
ル
モ
ノ
ハ
タ
ゾ
。
曰
、
八
宗
ノ
僧
侶
ナ
リ
。（
月

性
『
仏
法
護
国
論
』
一
八
五
六
年
、
安
丸
良
夫
・
宮
地
正
人
編
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『
宗
教
と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
二
一
八
─
二
一
九

頁
）

	

　

な
お
、
一
八
五
六
年
は
「
護
法
意
見
封
事
」
が
広
如
に
提
出
さ
れ

た
年
代
で
、『
仏
法
護
国
論
』
自
体
に
、
出
版
年
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
吉
田
松
陰
関
係
の
史
料
な
ど
か
ら
、
一
八
五
九
年
頃

に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
4
）	

「
護
法
意
見
封
事
」
と
『
仏
法
護
国
論
』
と
の
相
違
を
め
ぐ
っ

て
は
、
岩
田
真
美
「
幕
末
期
西
本
願
寺
と
『
仏
法
護
国
論
』
を
め
ぐ

っ
て
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
五
三
─
二
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
5
）	

龍
温
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
少
な
い
が
、
基
本
的
な
伝
記

情
報
は
岡
村
周
薩
編
『
真
宗
大
辞
典 
第
三
巻
』（
真
宗
大
辞
典
刊
行

会
、
一
九
三
七
年
）
を
み
よ
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
川

添
泰
信
「
近
代
真
宗
思
想
史
研
究
」（『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
五
、
一

九
七
四
年
）、
織
田
顕
信
「
大
谷
派
講
師
香
山
院
竜
温
社
中
名
簿
に

つ
い
て
」（『
同
朋
大
学
論
叢
』
三
四
、
一
九
七
六
年
）、
山
本
幸
規

「
邪
教
を
み
る
眼
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
一
五
、
一
九
八
〇
年
）

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）	

龍
温
『
急
策
文
』
一
八
六
三
年
（
常
磐
大
定
編
『
明
治
仏
教
全

集 

第
八
巻
・
護
法
篇
』
春
陽
堂
、
一
九
三
五
年
、
三
二
頁
）。

（
7
）	

「
サ
テ
次
ニ
ハ
カ
ノ
入
港
ノ
外
夷
挙
テ
奉
ズ
ル
ト
コ
ロ
ノ
耶
蘇

教
、
コ
レ
ハ
本
邦
ノ
国
禁
従
来
御
厳
重
ナ
ル
事
ニ
テ
、
先
第
一
ニ
長

崎
表
ニ
於
テ
耶
蘇
十
字
架
刑
ノ
絵
ヲ
銅
板
ニ
刻
シ
テ
、
年
々
一
人
モ

ノ
コ
サ
ズ
コ
レ
ヲ
踏
シ
ム
。
コ
レ
ヲ
絵
踏
ト
イ
フ
。
コ
レ
日
本
ノ
強

国
タ
ル
一
ノ
名
誉
ニ
テ
、
海
国
図
誌
ニ
諸
書
ヲ
引
テ
歎
美
セ
リ
。
可

惜
此
事
モ
已
ニ
廃
セ
ラ
ル
。
猶
又
恐
ル
ベ
キ
コ
ト
ア
リ
。
此
度
渡
来

ノ
耶
蘇
教
ハ
、
古
へ
日
本
ニ
ワ
タ
リ
テ
切
支
丹
ト
号
セ
シ
天
主
教
ト

ハ
別
ナ
リ
ト
イ
フ
。
コ
レ
ハ
タ
ヽ
日
本
ノ
国
禁
ヲ
避
シ
為
ニ
、
カ

レ
俄
ニ
イ
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
ヤ
ハ
リ
カ
ノ
方
ニ
在
テ
二
派
ア
リ
。
仍

テ
カ
レ
ラ
申
立
ル
ハ
、
古
へ
日
本
ニ
テ
禁
ジ
タ
マ
フ
天
主
教
ハ
、
同

ジ
ク
天
主
耶
蘇
ヲ
奉
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
カ
レ
ハ
教
ヲ
弘
ル
モ
ノ
ヽ
私

ヲ
加
フ
ル
所
ニ
テ
、
耶
蘇
ノ
正
意
ニ
ア
ラ
ズ
。
仍
テ
妖
術
怪
異
ノ
事

モ
ア
リ
、
他
国
ヲ
侵
略
ス
ル
意
謀
モ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
故
ニ
カ
レ
ハ

禁
ジ
タ
マ
ヒ
シ
モ
道
理
ナ
リ
。
此
度
ノ
耶
蘇
教
ハ
不
爾
、
コ
レ
ハ
耶

蘇
ノ
正
義
ニ
シ
テ
、
倫
常
徳
行
ノ
道
ヲ
教
ル
コ
ト
儒
教
ヨ
リ
モ
切
ロ

ニ
、
死
後
究
竟
ノ
賞
罰
、
地
獄
天
堂
ヲ
教
ル
コ
ト
仏
教
ヨ
リ
モ
明
カ

ナ
リ
。
故
ニ
西
洋
ヨ
リ
亜
弗
利
加
、
今
ハ
満
清
ノ
内
地
ニ
至
ル
マ
デ

盛
エ
ヒ
ロ
マ
ル
。
コ
レ
諸
教
ノ
中
ニ
ヲ
イ
テ
、
最
ス
グ
レ
最
正
シ
キ

ユ
ヘ
ニ
人
ミ
ナ
崇
信
ス
。
西
洋
ハ
コ
ノ
教
ニ
ヨ
リ
テ
国
家
ヨ
ク
治
リ
、

ヨ
ク
栄
エ
テ
乞
食
貧
人
モ
ナ
シ
。
仏
教
ノ
如
キ
ハ
益
モ
ナ
キ
絵
像
木

像
ヲ
拝
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
、
コ
レ
ヲ
偶
像
教
ト
名
ク
。
日
本
人
コ
ノ
耶
蘇

教
ノ
ス
グ
レ
タ
ル
コ
ト
、
又
古
ノ
天
主
教
ト
別
ナ
ル
コ
ト
ヲ
未
ダ
弁

ゼ
ズ
…
…
。
箇
様
ナ
ル
甚
シ
キ
事
モ
知
ラ
ズ
、
学
バ
ザ
レ
バ
驚
ク
オ

モ
ヒ
モ
ナ
シ
」（
同
右
、
三
三
─
三
四
頁
）。

（
8
）	
桐
原
健
真
『
吉
田
松
陰
の
思
想
と
行
動

─
幕
末
日
本
に
お
け

る
自
他
認
識
の
転
回
』（
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
一
一

─
一
二
頁
）。
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19　第一セッション 宗教と社会：近世後期の仏教と自他認識の転回

  付
記　

本
報
告
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
基
盤
研
究
🄒
「
幕
末
維
新

期
護
法
論
の
思
想
史
的
研
究
」（
課
題
番
号24520078

、
二
〇
一
二

年
─
二
〇
一
四
年
、
金
城
学
院
大
学
教
授
・
桐
原
健
真
代
表
）
お
よ

び
基
盤
研
究
🄒
「
近
代
移
行
期
に
お
け
る
日
本
仏
教
と
教
化
」（
課

題
番
号16K

02190
、
二
〇
一
六
年
─
二
〇
一
八
年
、
龍
谷
大
学
准

教
授
・
岩
田
真
美
代
表
）
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

幕
末
思
想
史
を
め
ぐ
っ
て
い
つ
も
親
切
に
指
導
し
て
下
さ
る
桐
原
氏

お
よ
び
岩
田
氏
の
両
代
表
者
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

  �

（
東
北
大
学
准
教
授
）
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